
「たじみ子どもの権利の日」の指導について　多治見市中学校社会科部会への提案
１　趣旨

・１１月２０日は「たじみ子どもの権利の日」として条例に明記されている。そして，市はその日にふさわしい事業を実施するとしている。

・「多治見市子どもの権利に関する条例推進部会」では，１１月２０日前後に小中学校において，子どもの権利に関する授業（学活・道徳）を行うことを提案する。各校の人権同和主任に授業の実施を依頼した。

・中学校の第３学年は，社会科（公民的分野）において子どもの権利を学習する。１１月２０日に実施する授業の日にちを変えて，１月～２月における社会科の授業で必ず「多治見市子どもの権利に関する条例」を教材としてとりあげることを提案する。
２　各学年における指導の重点
第１学年　・子どもの権利の意義について考え，概要を知る。

・条例の前文「子どもが安心して自分らしく生きることができるまち」にかかわって，学級や学校で安心して自分らしく過ごせているか話し合う。

・１１月２０日「たじみ子どもの権利の日」の前後に学級活動で指導する。

第２学年　・条例の前文「お互いを尊重し，ともに支えあうまち」にかかわって，学級や学校において相手を大切にすることについて考える。

・１１月２０日「たじみ子どもの権利の日」の前後に学級活動で指導する。

第３学年　・条例の前文「平和と環境を大切にし，世界とつながっていくまち」にかかわって，世界の子どもの問題について考える。

・社会科（公民的分野）の指導において，多治見市の「子どもの権利に関する条例」を発展的な教材として扱う。指導時期は１月下旬頃（各学校の指導計画に従う）

３　教材としての価値と扱い
・国際連合は１９８９年（１１月２０日）「子どもの権利条約」を採択し，日本も１９９４年に批准した。多治見市ではこれを受けて，2003（Ｈ15）年９月に「多治見市子どもの権利に関する条例」を制定した。子どもの権利条例の制定は全国で４番目である。川崎市(2000年)，北海道奈井江町(2002年)，富山県小杉町(2003年)

・子どもの権利条約の制定は，難民の子どもたちやストリートチルドレン，子ども兵士などの国際的に見て著しく権利が奪われている子どもを救うことが始まりと考えられる。しかし，このような問題に生徒が共感することは容易ではない。さらに，発展途上国だけでなく，先進工業国においても子どもの権利にかかわる問題があるとして制定された子どもの権利条約の必要性を感じることも難しいと考える。このような実態に対して，多治見市子どもの権利条例を教材として提示することは，少しでも子どもの権利の条約を身近に感じとれるようにする手だてとなると考える。

・「世界の子どもの問題」（教科書P.152）の学習において，まず，多治見市には子ども権利条約と直接結びつく条例があるという事実を知らせることが大切と考える。条例の事実をもとに，子どもも大人と同様に権利の主体者であるという意識につなげていけるとよいと考える。

・市社会科部会として，この学習において，多治見市子どもの権利に関わる条例を何らかの形でとりあげることを共通指導事項としたい。

４　授業展開例

⑴ねらい

難民の子どもなど世界の子どもの現状を知ることから，子どもの権利条約の必要性について理解するとともに，「多治見市子どもの権利に関する条例」制定の意味を考えることを通して，子どもの頃から権利の主体者を自覚し，積極的に人権を守る努力をすることの大切さに気づくことができる。
⑵本時の展開

	学　習　活　動
	留意点など

	１　「世界がもし100人の村だったら～子ども編～」から，世界の子どもの現状について知り，対策を予想することから本時の課題を設定する。

㋐小学校へ行くのは87人，中学校へ行くのは何人？（40）そのうち20人は途中でやめました。
㋑31人は栄養が十分でなく，22人は予防接種を受けられない。５歳まで生きられない人数は？（８）

㋒世界の難民を100人とすると，そのうち子どもは何人？（48）

㋓７人はスラム，家族と離れて路上で暮らすのは何人？（５）

㋔2006年，奴隷のように働かされていた子どもたちが集まって宣言しました。子どもは，情報を知らされたり，政府に意見を言ったり要求したりできるべきだと。どこの国か？（インド）

㋕戦火の中で暮らしているのは何人？（９）軍隊や武装集団に加わっている子どもは30万人
課題　子どもを守るためには，どうしたらよいか。

２　「子どもの権利条約」について知り，４つの権利が１のどの実態と関係しているかを結びつけ，権利の意味について考える。

（個人　→　全体）

・生きる権利…㋑㋓　　　　・育つ権利…㋐㋕
・守られる権利…㋒㋓㋕　　・参加する権利…㋔
３　条約を守るために多治見市では子どもの権利条例を制定したことを確認する。ただ，「子どもに権利を与えるとわがままになる」という意見もあることから，この権利の必要性について話し合うとともに，多治見市に条例がある意味について考える。

「子どもに権利を与えるとわがままになる」という意見について
肯定…・守ってもらって当然と考えてしまうのでは。

・子どもの権利条約のことも知らないと都合のよい主張をする（国際的な現状の中から考えられた権利）。

否定…・あたり前の権利（基本的人権）を子どもにあてはめたもので，この条例からわがままを言おうとは思わない。

・権利を主張するには責任がいるので，かえってわがままにならない。

４　本時について評価・まとめをする。
	１
資料：「世界がもし100人の村だったら～子ども編～」（池田香代子，マガジンハウス編）

２

・1989年国連採択，1994年日本批准を説明する。
・教科書の図を参考にする。

・明確に分類できないものもあるので，どれに関係が深いのかで位置付ける。
・批准の意味について解説し，具体的に日本で子どもの権利が守られているか問いかけ，３の活動につなげる。

３
・資料：子どもの権利に関する条例パンフレットor要約プリント（資料１）

・2003年制定(全国４番目)

・11月20日たじみ子どもの権利の日

・子どものころから権利の主体者を意識することが，積極的に人権を守ることにつながることに気づかせる。


多治見市　子どもの権利に関する条例

 eq \o\ac(○,た)のしくくらす権利　 eq \o\ac(○,じ)ぶんを大切にする権利　 eq \o\ac(○,み)んなとなかよくする権利

多治見市は2003(平成15)年９月に，「多治見市子どもの権利に関する条例」を制定しました。このような条例の制定は全国で４番目です。この条例の目的は，「子どもの最善の利益」（子どもにとって一番よいこと）を大切にすることです。この条例では18歳未満の人が子どもです。

【条例の前文より】
子ども一人ひとりの違いを大切にし，個性として尊重するまち

子どももおとなも命を大切に生きている仲間です。子どもは，一人の人間としてその権利が尊重されます。

子どもが安心して自分らしく生きることができるまち

子どもは安心して「助けて」と言うことができ，守ってもらえます。子どもは思いや意見を自由に言うことができ，それらを尊重してもらえます。

お互いを尊重し，共に支え合うまち

子どもは自分の権利について学び，気づき，身につけていくなかで，他の人の権利を大切にし，お互いに権利を尊重し合える力をつけていくことができます。

子どもが多治見の今と未来をつくっていくことのできるまち

子どもは，多治見を共につくっていく仲間としてまちづくりに参加できます。

平和と環境を大切にし，世界とつながっていくまち

子どもは，日本と世界の子どもたちのことについて考え，自分たちのできることをしていけるように支援されます。
【子どもの権利条約】
1989年11月20日，国際連合でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さいたく),採択)され，日本は，1994(平成６)年５月にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひじゅん),批准)（条約を守る手続）しました。「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」「参加する権利」を定めています。

【たじみ子どもの権利の日】
多治見市は，11月20日を「たじみ子どもの権利の日」としました。市は，11月20日前後に，子どもの権利の日の趣旨にふさわしい事業を行います。

	【子どもの権利を守るための相談機関】
多治見市教育相談室：43-3131（内線2201）　　子どもの権利相談室：0120-967-866，23-8666
さわらび学級：0120-51-7867,23-7867　　　　　家庭相談室：22-1111（内線1268）
いじめ相談２４：0120-740-070,058-274-0010   東濃子ども相談センター：23-1111（内線406）　

教育相談ほほえみダイヤル：0120-745-070　








資料１








